
L. v. Beethoven 弦楽三重奏曲第4番　ハ短調、作品9の3番、第一楽章のソナタ形式と和声構造

                                         繰り返しあり                                                          繰り返しあり
小節 1 21 40 48 54 61 75 82 96 104 111 121 127 133 145 153 161 167 174 188 197 207 213

提示部（74小節） 展開部（46小節） 再現部（98小節） 結尾部（35小節）
（47小節） （27小節） 第1節（29小節） 第2節（17小節） （54小節） （27小節） 第1節（T1, 25小節） 第2節（10）

主楽節（20小節） 移行部(27小節) 副楽節（13小節） 終楽節(14小節） T1使用 T3使用 第一テーマの 主楽節（28小節） 移行部(27小節) 副楽節（13小節） 終楽節(14小節）
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とも考え 移行部主題

られる

凡例

長調

短調

■ 短長調（ドイツ語：Molldur、長調の主和音、長調の属和音と短調の下属和音を組み合わせた音階使用）

和声的に安定していない移行部

長調の属和音を中心とする部分

短調の属和音を中心とする部分


